
地区内残留地区・

自分の命は
自分で守る

自分たちのまちは
自分たちで守る

防災関係機関が救助救出や
災害活動支援を行う

　災害から一人でも多くの生命、身体及び財産を守るためには、
「自分の命は自分で守る」という『自助』の考え方、地域ぐるみの
助け合いによって「自分たちのまちは自分たちで守る」という
『共助』 の考え方に基づき行動する区民及び事業所等と、『公助』
の役割を果たす行政や防災関係機関が、それぞれの責務と役割に
ついて共通理解のもと、緊密な連携を図りながら地域特性を踏ま
えた防災対策を一体となって取り組んでいくことが必要です。
　区では、「災害に強いまち中央区」を実現するため、
地域の皆様の協力を得ながらまちの特性を踏まえた防災
対策の強化に取り組んでいきます。




